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１（４） 火山 

            

                 「火山」計画推進部会長 山本 希 

                          （東北大学理学研究科） 

                        副部会長 前野 深 

                         （東京大学地震研究所） 

副部会長 森 俊哉 

                         （東京大学理学系研究科） 

副部会長 伊藤順一 

                         （産業技術総合研究所） 

 

火山の噴火災害を軽減するためには，火山噴火の発生の場所・規模・時期を予測するこ

と及び火山噴火現象に対応する噴火災害の推移を予測することが重要である。またこれ

らの予測のためには，長期的・多角的な観測データに基づく火山噴火現象のメカニズム

を解明することも重要である。「火山」計画推進部会では，「火山活動の事象分岐の条

件・論理を明らかにし，火山活動推移モデルを構築し，発災の原因である火山噴火を予測

すること」を上位目標として，低頻度で大規模な現象を含む火山現象の解明とモデル化，

火山活動を支配する場の解明とモデル化，中長期的な火山活動の評価，観測手法の開発

及び体制の整備に関する研究を推進している。 

 

１．地震・火山現象の解明のための研究 

（１）史料・考古・地形・地質データ等の収集と解析・統合 

ウ．地形・地質データの収集・集成と文理融合による解釈 

火山活動の中長期的な評価と予測を行うためには，噴火履歴等の基礎データを蓄積す

ることが重要である。また，高分解能の噴火履歴情報を得るためには年代測定手法等の

開発も必要である。 

今年度は，将来噴火する可能性の高い活火山の中長期的活動評価と予測のために，秋

田焼山及び御嶽火山の地質図を出版したほか，大規模火砕流である洞爺カルデラ洞爺火

砕流の堆積物分布図を公表した（南・他，2025, 及川・他，2025, 宝田・他，2025）。ま

た，日光火山群の一つである三岳火山の活動年代を明らかにするためのトレンチ調査を

行い，三岳火山の南北の岩体を構成する光徳溶岩と刈込湖溶岩の年代測定を行った。そ

の結果，光徳溶岩は約3.3～5.6 kaの間，刈込湖溶岩は約4.6～17 kaの間に噴出したこと

が明らかになった。さらに，三岳火山の東側では降下テフラ層が確認され，この年代は約

５ka頃と推定され，三岳火山の完新世噴火履歴が明らかになった（草野・他, 2025）。ま

た，活動的火山で高分解能な噴火履歴を解明するために，御嶽山・雌阿寒岳等の岩石試料

を対象とした感度法 K-Ar 及び Ar/Ar 年代測定を実施し，10万年前より若い火山噴出物

の噴火年代を明らかにした。これらの，最新の知見に基づいて収集・整理された日本列島

の火山の地質情報を基に，日本の火山データベースの更新・拡充を行い，「大規模噴火デ

ータベース」，「噴火推移データベース」，「火山灰データベース」の拡充が行われた（産

業技術総合研究所[課題番号：AIST03]）。 
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（２）低頻度かつ大規模な地震・火山噴火現象の解明 

低規模で大規模な火山噴火現象の発生履歴・推移及びマグマ供給系の進化過程を解明

するためには，史料・考古データ，岩石・地質等の物質科学的データの分析を着実に進め

る必要がある．そこで桜島については，完新世のマグマ系の起源と進化の解明を目的に，

全岩化学組成などの物質科学的な解析を行い，徐々に高い融解度の下部地殻起源のマグ

マが地殻浅部へ間欠的に上昇することによって，完新世のマグマ系の進化は大局的には

説明できることを明らかにした。さらに，姶良カルデラ噴火の珪長質マグマの残存物や

それらのソースである下部地殻物質は桜島の完新世のマグマ系には関与していないこと

も明らかにした（北海道大学[課題番号：HKD_01]）。また，鮮新世から更新世にかけての

火砕流堆積物が分布する北海道中央部（富良野〜旭川地域）では，地質調査とその岩石試

料の解析によって火砕流堆積物が複数のグループに分類できることを明らかにし，各火

砕流堆積物の岩石学的特徴から分布範囲や噴出源を推定することができた（図１，公募

研究，北海道教育大学旭川校[課題番号：KOBO09]）。超巨大カルデラ噴火である阿蘇４噴

火を対象とした研究では，火砕流堆積物の地質学的・岩石学的・古地磁気学的な対比が行

われ，これまで短時間で堆積したと考えられていたカルデラ東側に広く分布するユニッ

ト 4A には堆積が休止する時間があったことを明らかにした。この堆積の休止がみられた

地点では溶結相の上端が侵食間隙を挟んで非溶結相に直接覆われているが，溶結相と非

溶結相の古地磁気方位は良い一致を示しているため，休止時間は地磁気の永年変化に比

べて短いと考えられる（公募研究，東京大学地震研究所[課題番号：KOBO05]）。 

 

（４）火山活動・噴火機構の解明とモデル化 

火山活動や噴火を定量的に把握しモデル化を進めるためには，地球物理学・地球化学・

物質科学を総合した多項目の観測・調査・分析を行うとともに，マグマの流動・破砕・脱

ガス・結晶化等の素過程の実験研究や数理モデルによる理論解析を行い，噴火様式の分

岐条件を推定することが重要である。 

火口付近における多項目観測は，雌阿寒岳，十勝岳，樽前山，有珠山，北海道駒ヶ岳，

吾妻山，伊豆大島，浅間山，弥陀ヶ原，焼岳，御嶽山，九重山，霧島，口永良部島等を対

象に実施された（北海道大学[課題番号：HKD_03]，東京大学地震研究所[課題番号：ERI_04]，

富山大学[課題番号：TYM_01]）。観測項目は，地震，GNSS，傾斜，重力，地磁気，空振，

火山ガス，土壌ガス等の多岐にわたるが，ドローンを活用した観測が特筆すべきものの

一つである。例として，十勝岳においては，62-2 火口周辺一帯においてドローン用の磁

気観測装置を用いた空中磁気測量が行われ，2023 年の測量結果との差分から浅部磁化構

造の時間変化が推定された（図２）。さらに，ドローン用のマルチガス観測装置を用いた

噴気観測では火山ガスの組成比に関する情報が得られた。同様の観測は，雌阿寒岳にお

いても実施されている。また，焼岳においては，山頂域や主要噴気孔一帯においてドロー

ンによる可視光観測と熱赤外観測が行われ，可視光観測のオルソ画像から作成した地形

情報の差分を取ることで地形変化を抽出したほか，熱赤外観測を用いた主要噴気孔一帯

での熱異常の確認が行われた（北海道大学[課題番号：HKD_03]）。弥陀ヶ原においては，

地獄谷内において水準測量が実施され，GNSS 観測との統合解析を行うことで，地獄谷極

浅部に帯水層に対応すると考えられる開口割れ目が存在することが明らかになった（富

山大学[課題番号：TYM_01], Hotta, 2025）。このほか，可搬型レーダー干渉計 (SCOPE) 
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による地殻変動観測や空撮用手持ち型赤外カメラシステム (STIC-P) による地温観測等

も技術開発と並行して全国の火山において実施された（防災科学技術研究所[課題番号：

NIED01]）。 

取得された観測データを解析する手法の高度化も進められた。地震観測データの解析

については，微弱な連続振動を抽出する SBL (Seismic Background Level) 解析を草津

白根山，伊豆大島，霧島山等に対して適用し，SBL の盛衰と他の観測項目が示す火山活動

推移が調和的な事例が複数確認できた（図３）。また，自然言語処理等で利用されている

機械学習の一つである Transformer Encoders を用いた火山性地震のタイプ分類のための

手法も開発し，浅間山で過去 20 年間にわたり整備された火山性地震のデータを用いた訓

練と検証を行い，従来の畳み込みニューラルネットワーク (CNN) に基づいた手法と比較

して大幅に性能が向上する結果が得られた（東京大学地震研究所[課題番号：ERI_04]）。

また，御嶽山においては，2014 年噴火前後の期間における特徴的なタイプの地震（各期

間で３つ）をテンプレートとした Matched Filter 法の解析が行われ，地震タイプの時間

変化が明らかにされた（北海道大学[課題番号：HKD_03]）。地殻変動観測データの解析に

ついては，多孔質弾性体の不均質を考慮した熱水系の力源モデルについての検討が行わ

れ，九重山の 1992 年～1998 年の地盤変動に適用が行われた（図４，北海道大学[課題番

号：HKD_03]）。また，衛星観測データの解析についても，RealVOLC によるアジア太平洋

域の火山の熱異常モニタリングを継続するとともに，ひまわり及びしきさいによる赤外

画像と TROPOMI のデータを用いた熱異常・二酸化硫黄放出量の評価が西之島の 2021 年以

降の活動を対象に行われた。さらに，火山ガスのモニタリングシステム構築のために，

GEMS のデータを用いて浅間山・十勝岳・桜島等の二酸化硫黄放出量の解析を実施し，GEMS

は日本域においては S/N 比が悪い事例が多く，二酸化硫黄放出量の準リアルタイム解析

には TROPOMI の使用が好ましいこと等が分かった。二酸化硫黄の測定については，南西

諸島の海域離島火山のフェリーによる測定についても装置の更改を行うとともに，この

観測手法の社会実装に向けた技術移転の検討を開始した（東京大学地震研究所[課題番

号：ERI_04]）。 

物質科学的な手法による火山活動・噴火機構の解明も進められた。鬼界カルデラにお

ける地球深部探査船「ちきゅう」を用いた表層科学掘削プログラムでは，9.5 万年前（葛

原噴火）と 7,300 年前（アカホヤ噴火）の２回のカルデラ噴火の噴出物に加えて，その間

に起きた噴火によると考えられる噴出物も含むコア試料がカルデラ北東側の海域で得ら

れた。このコア試料の分析の結果，葛原噴火では流紋岩質の噴出物が卓越するが，一部に

安山岩質の噴出物が含まれており，流紋岩質のマグマにマフィックなマグマが注入する

ことでカルデラ噴火を誘発した可能性が示唆された。また，少なくとも 4.3 万年前には

葛原噴火のマグマとは異なる新たなマグマの供給が開始し，その化学組成は時間ととも

に変化することがわかった。特に後のアカホヤ噴火と同じ化学組成を持つ流紋岩は 1.6

万年前を境に割合が変化することから，この時期から約 9,000 年間かけて本格的な流紋

岩質マグマの蓄積が起こり，次のカルデラ噴火へ至ったことなど，長期的な火山活動の

変遷の理解に資する結果が得られた（図５，海洋研究開発機構[課題番号：JAMS01], Hanyu 

et al., 2024）。放射光分析に基づく火砕流発生過程についても研究が進められた。雌

阿寒岳では，14,000 年前から始まった中マチネシリ火砕噴火期１のステージⅡに火砕流

と降下火砕物を繰り返し噴出している。火砕流発生に至るまでの軽石の気泡組織，
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Fe3+/Fetot 比の変化を明らかにするために，地質調査によって得た降下火砕物及び火砕流

堆積物の放射光分析が行われ，雌阿寒岳中マチネシリ火砕噴火期の Fe3+/Fetot 比は概して

低い値を示すことなどが明らかになった（兵庫県立大学[課題番号：KOBO07]）。 

噴火様式の分岐条件を検討するためのマグマの流動や脱ガス等の素過程の実験研究や

理論解析も進められた。一旦開始した爆発的噴火が収束するまでの過程において，マグ

マだまりの状態やマグマ上昇過程がどのように変化するかを岩石学的解析で明らかにす

る研究が，有珠山1977年噴火を対象にして行われた。メルト包有物の含水量と斜長石マ

イクロライトの数密度・サイズを分析した結果，繰り返し発生した爆発的噴火ごとに系

統的な変化があることが見いだされた。減圧結晶化実験の結果も踏まえると，有珠山1977

年噴火の一連の活動では，最初のサブプリニー式噴火はマグマだまりから直接上昇した

のに対して，２回目以降のサブプリニー式噴火では火道内に滞留していたマグマが噴出

したことが示唆され，火道の形成と閉塞やマグマの上昇，浅部・深部マグマだまりの連結

度等の知見が得られた（東北大学理学研究科[課題番号：THK_02]）。上昇するマグマの中

で起こる脱ガス過程についても，伊豆半島皮子平火山の降下火砕物，火砕流堆積物に含

まれる黒曜石を用いた分析が行われた。組織観察，H2O・CO2濃度分析，水の化学種の分析

の結果，１つの黒曜石の中で含水量の分布は概ね均質である一方でCO2の濃度は不均質で

あり，非平衡な脱ガスが記録されていることが明らかになった（図６）。また，CO2濃度

の高いところではマイクロライト結晶度が高く，マグマの破断面を通じたガスの流動と

ヒーリングが脱ガスを支配していることが示唆された（北海道大学[課題番号：HKD_02]）。

そのほか，霧島山新燃岳2018年噴出物中の白色包有物の岩石学的解析により，同噴火時

のマグマだまりの含水量と噴火前駆過程を制約した。雲仙火山において，過去50万年間

の噴出物中の鉱物の岩石学的・地球化学的解析及びその結果を使った年代測定を実施し，

マグマ供給系の化学組成とその時間変化を推定した。伊豆大島1986年噴火のＢ火口から

の噴出物について噴出物表面の微細組織の形成メカニズムを解明し，Ｂ火口噴火におけ

る噴煙挙動との対応について議論した（松本・川崎, 2025）。有珠火山1977-78年噴出物

の岩石学的解析と熱力学モデル計算により，1977年の準プリニー式噴火は130 MPa (深さ

約５km)のマグマだまりから直接上昇した高温マグマがもたらしたのに対し，1978年マグ

マ水蒸気噴火は低圧 (<100 MPa) の浅所貫入岩体で冷却されたマグマがもたらしたこと

を示した。熱力学モデル計算と高温高圧岩石融解実験の結果を比較し，モデルの妥当性

を検証した。また，火山ガス中の水素の精密測定機器を開発し，霧島硫黄山・焼岳・草津

などで火山ガス観測を実施した。これにより，従来法では検知できなかった低濃度の水

素が検出可能となり，火山ガス中の気相化学平衡の議論の適用範囲を広げることに成功

した（産業技術総合研究所[課題番号：AIST05]）。 

 

（５）地震発生及び火山活動を支配する場の解明とモデル化  

ウ．火山噴火を支配するマグマ供給系・熱水系の構造の解明 

火山地域において，火山活動を支配する場を明らかにすることは，火山活動・噴火を

定量的に把握しモデル化を進めるうえで不可欠である。そのため，地震学的観測や電磁

気学的観測等の多様なデータの解析と物質科学的研究，水文学的研究等を総合し，熱水

系及び火山性流体・マグマの供給系の概念モデルの精緻化や定量化を目指した研究が進

められた。 
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伊豆大島においては，既存の広帯域 MT データを用いた比抵抗構造の推定が行われ，海

水準以高は不飽和層とみられる高比抵抗層があり，その下には飽和層と考えられる低比

抵抗域が広がることが推定された。また，伊豆大島直下の深度数 km～15km 以深の広い範

囲に渡って 10Ωm 以下の低比抵抗領域が検出された。火山性地震の震源はこの低比抵抗

領域の外側に対応し，この低比抵抗領域が火山性流体により脆性破壊を起こせない領域

である可能性が示された（図７，東京大学地震研究所[課題番号：ERI_07]）。御嶽山にお

いては，地下浅部の構造解明の一環として山頂部を中心に重力観測が実施され，既存デ

ータと統合してブーゲー異常の解析が行われた。その結果，山頂域には低ブーゲー異常

域が存在しない可能性が明らかになり，従来指摘されていた新期御嶽山火山活動（0.09Ma

～）初期のカルデラ噴火の有無を検討するための情報が得られた（東京大学地震研究所

[課題番号：ERI_07]）。阿蘇山においても相対重力と絶対重力の繰り返し測定が行われ，

山麓（京都大学火山研究センター）と山上の２地点で行われた絶対重力測定では，それぞ

れ前回測定時に比べて６μGal，22μGal の重力増加が観測された。これらの重力増加は，

火口湖・湯だまりの水位変化や火口直下の熱水貯留域における熱水流動では説明が困難

であり，火口域の直下における質量増加を反映していると考えられる。また，阿蘇山にお

いてはカルデラ内外及び山体中央部における GNSS 観測も継続して実施され，2021 年 10

月に発生した噴火の前駆的な地殻変動について解析が行われた。この結果，噴火の前後

約３ヶ月間に中岳を中心とする膨張性の地殻変動が広域で検出されるとともに，中岳近

傍の観測点においては南向きの変位が卓越する特徴が見いだされた。これらは，やや深

部の圧力源から火口付近の浅部圧力源への流体供給を示唆する（東北大学理学研究科[課

題番号：THK_06]）。吾妻山においては，大穴火口周辺における地震観測が実施され，火

山性流体の流動に伴う振動現象の解析や表面波解析による構造推定に必要なデータの蓄

積が進められた。その結果，調和型微動が火口直下浅部における流体流動に伴う非線形

振動によるものであり，流動による駆動圧の変動が周期倍分岐等の調和型振動の複雑な

振動を引き起こしている可能性が示された。また，地震波干渉法解析により，大穴火口付

近の極浅部に低速度領域が存在し，その領域の地震波速度が降雨量に相関して変動する

ことが明らかになった（東北大学理学研究科[課題番号：THK_06]）。 

海域の火山についても，マグマ供給系の解明が進められた。鬼界カルデラでは，海底

電位差磁力計で得られた電磁気観測データの３次元解析に新たなインバージョン手法を

導入した結果，カルデラ直下に低比抵抗領域が存在し，その低比抵抗領域が20 km以深で

は海溝の反対側に広がる特徴が明らかになった。また，海底地震計データによる地震波

トモグラフィー解析では，カルデラ直下の25 km以浅と沈み込むスラブ直上付近に低速度

領域の存在が推定された。鬼界カルデラでは，カルデラ周辺における地震活動の把握等

を目指し，通信用の海底光ケーブルを利用した光ファイバ分布型計測手法（DAS）の適用

とその広帯域化・長距離化を目指した開発も進められ，2024年８月８日に発生した日向

灘地震に伴う複数の長周期津波の検出に成功するなど，広帯域化の実効性が確認できた

（神戸大学[課題番号：KOBE01]）。 

火山活動の活発化に伴って発生する群発的な地震活動と構造や応力場との関係を調べ

るために，火山近傍で発生する地震活動についてのデータベースの作成と解析も進めら

れた。今年度は，姶良カルデラを含む桜島で発生した過去の群発的な地震活動のデータ

ベースが作成され，地震活動域の範囲やメカニズムの推定が行われた。その結果，姶良カ
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ルデラにおける膨張性の地盤変動のあとにカルデラ北東部と桜島南西部の領域で地震活

動が増加し，その後に桜島の噴火活動が活発化する傾向が示された。桜島南西部で発生

する地震の震源メカニズムは正断層型が多く，姶良カルデラのマグマだまりから桜島へ

のマグマ貫入によって桜島南西部が引張場となることで地震が発生していることが示唆

される（京都大学防災研究所[課題番号：DPRI01]）。 

地下熱水系の動的変動と火山活動との関係を検討するために，火口湖を対象とした水

文学的手法による研究も進められた。鳴子火山の潟沼においては，水・熱・化学物質収支

を評価するための水温，電気伝導度や気象の観測が行われ，地下熱源に対する応答が推

定された。潟沼では，水温は冬季に向けて低下する一方で 25℃電導度は増加する傾向が

見られることなどから地下熱水が継続して潟沼に流入していることが明らかになった

（公募研究，北海道大学[課題番号：KOBO06]）。また，カルデラ大深湖である田沢湖と十

和田湖においても同様の研究が進められ，田沢湖においては水温・水質プロファイラー

による水温・電導度・DO・濁度・クロロフィル濃度の鉛直測定，十和田湖においては水温

の鉛直測定が行われた (公募研究，秋田大学[課題番号：KOBO08]，Chikita et al., 2024）。 

 

２．地震・火山噴火の予測のための研究  

（３）火山の噴火発生・活動推移に関する定量的な評価と予測の試行（重点研究） 

火山活動の状況を総合的・定量的に評価するためには，地球物理学的観測データや過

去の火山噴出物の物質科学的分析データを基にした評価指標を導入し，それらの指標の

時系列から噴火発生予測を含む火山活動の推移予測手法を検討する必要がある。そのた

めには，まず活動的な火山における各種観測データの精査を進め，時間的あるいは火山

間で比較しうる定量的で客観的な情報を得ることが求められる。 

多項目観測が継続的に行われてきた阿蘇山では，過去の一連の噴火活動期間について

既存データの精査が行われた。特に磁場データについて再解析を行い，データの質の向

上が図られた。磁場の観測データには，各観測点下の電気伝導度の違いに起因するロー

カルな変動が含まれる。そこで，磁場３成分データを用いる補正法を応用するとともに

ベイズ的手法でデータを分解する解析手法を開発し，京都大学が中岳火口周辺で実施し

ている３成分磁力計による連続観測データに適用した。その結果，2014 年のマグマ噴火

活動，2021 年の水蒸気噴火の前後で噴火活動に関連すると考えられる磁場の時間変化を

検出することができた（図８，京都大学理学研究科[課題番号：KUS_02]）。噴気や温泉水

を主な対象とした長期的な地球化学的データについても，データの蓄積と精査が進めら

れた。1980 年代から継続的な地球化学的観測が行われている十勝岳においては，1988～

1989 年噴火の前に急激に上昇した温泉水の化学成分や温度がその後火山活動に相関して

変化しており，火山活動の状況把握に有用であることが示された。さらに，十勝岳大正火

口では 2018 年頃から噴気温度の低下や凝縮水の酸素・水素同位体比や SO2/H2S 比の低下，

H2O 濃度の増加が続いており，マグマ由来ガスの影響が低下傾向であることが示唆された

（北海道立総合研究機構[課題番号：HRO_01]）。同様に長期的な地球化学的観測とそれに

基づく活動状況の評価は，御嶽山，箱根山，アトサヌプリ等でも行われ，ヘリウム同位体

比や炭素同位体比，ガス組成が火山活動状況の有用な指標となることが確認された（東

京大学大気海洋研究所[課題番号：AORI02]）。また，多項目データの整理・解析に基づく

監視・評価技術の高度化及び火山活動評価技術の高度化は，気象庁においても進められ
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た。今年度は，地球物理学的データ，地球化学的データの観測データと解析結果のデータ

ベース化が行われるとともに，地殻変動計算手法やガス分析手法等の高度化が行われた。

また，30 分大気解析 GPV を使用した準定常ガス拡散モデルによる二酸化硫黄放出率値と

機動観測で得られる実測データを用いた精度の評価が行われ，風速による階級区分が信

頼度指標として有用であることなどを示した。そのほか，先験的情報を統合した逆推定

手法による熱源位置推定や全磁力観測データのリアルタイム DI 補正など，火山活動状況

の評価に資する開発が行われた（気象庁[課題番号：JMA_01, JMA_02]）。 

火山噴火時の表面現象や噴出物の分布等の地質学的データや物質科学的データも，噴

火の規模や様式を決定するために必要な情報であり，活動推移や災害の性質にも密接に

関係する。そのため，噴出物の迅速なマッピング，噴出量・噴出率の高精度推定を目指し

た噴火堆積物解析手法の高度化を目指した研究や噴出物の化学組成，微細組織，色等の

物質科学的な時系列データの解析・分析手法の高度化が進められた。例えば，噴火規模の

基礎データとなる噴出量については，客観的な方法での推定と信頼度等の指標で誤差を

定量的に評価することが望ましい。そこで，今年度は既存手法のレビューを行いその問

題点を整理するとともに，近年提案されている統計学に基づき推定量の信頼度評価を行

う手法について日本国内の広域テフラ（阿蘇４や鬼界アカホヤ）への適用性を検討した

（図９）。鬼界アカホヤを対象にした検討では，人間が作成した等層厚線図を分布関数の

フィッテイングとモンテカルロ法を用いて得た噴出量の確率的分布，層厚データのみを

用いてベイズ推定や機械学習により推定した噴出量の両者の比較を行うことで手法適用

性の確認を進め，二次的な層厚変化に関する捉え方の違いや層厚データの地理的偏りを

考慮することが重要であるなどの示唆が得られた（東京大学地震研究所[課題番号：

ERI_13]）。また，桜島，霧島，阿蘇，硫黄島，富士山，浅間山等の個別の火山について，

火山活動の推移や事象の分岐判断に資する地質学的・物質科学的情報の蓄積と着目すべ

き噴火物理化学パラメータの検討が進められた。桜島においては，火山灰等の噴出物試

料の分光学的特性による活動推移の評価のために，火山灰色のシステマティックスの構

築を目指し，比較的迅速に得られるバルク試料の測色値の主成分分析によってデータの

持つ特性が明らかになった。また，非噴火収縮 (Non-Eruptive Deflation) イベントに

関して，連続降灰試料採取によって得られた火山灰の解析に基づき解釈が行われた（公

募研究，鹿児島大学[課題番号：KOBO10]）。霧島火山群においては，完新世の噴火履歴を

整理するとともに，一回の噴火の規模や噴火様式の変化の共通性等を考慮して噴火推移

パターンを７タイプに分類した。そして，この噴火推移パターンと近年や歴史時代の観

測・観察事例（新燃岳，えびの高原硫黄山，御鉢），噴火時に注目するべき観察量及び観

測量，マグマ供給系モデルに基づき，火山群全体に対する火山活動推移モデルの試案が

作成された。また，18 世紀新燃岳享保噴火については，堆積物中の本質物タイプ比やみ

かけ密度が主要ユニット内で系統的に変化していることを見いだしたほか，2011 年噴火

と同様のマグマだまり条件であったことや，噴火直前に２段階のマグマ混合があったこ

となどを岩石鉱物学的分析や磁鉄鉱斑晶のゾーニングから明らかにした（東京大学地震

研究所[課題番号：ERI_13]）。 

 

４．地震・火山噴火に対する防災リテラシー向上のための研究  

（２）地震・火山噴火災害に関する社会の共通理解醸成のための研究 
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火山噴火の被害を軽減するためには，社会の共通理解を醸成する必要がある。そのた

めに，降灰調査データや降灰のモニタリングデータ，シミュレーションを活用した情報

プロダクツの作成方法について研究を進めるとともに，JVDN (Japan Volcanological 

Data Network) システムに噴火やハザード等の火山災害に関するデータを登録する機能

を新たに追加した。また，噴火発生前後における防災関係機関による災害対応を時系列

的に整理して「災害対応タイムライン」を作成し，那須岳と御嶽山においてタイムライン

の実効性検証を目的とした訓練や演習を地元自治体及び火山防災協議会と協力して実施

した（防災科学技術研究所[課題番号：NIED01]）。 

 

これまでの課題と今後の展望 

今年度から開始された観測研究計画においては，「火山」計画推進部会は，火山の噴火

発生・活動推移に関する定量的な評価と予測の試行を目標として，全国の機関が協力し

て火山活動・噴火機構及び火山活動を支配する場の解明とモデル化等，現象理解と予測

に資する研究を実施してきた。「火山」計画推進部会では，前計画までに多項目観測によ

る「火山噴火シナリオ」の作成，多項目観測と火山比較による「火山噴火事象系統樹」の

作成，多項目パラメータの比較による「火山活動推移モデル」の構築が進められてきた

が，現計画では時間軸の情報をより取り込んだ「火山活動推移モデルの改良と予測試行」

を上位目標に掲げて，20 の研究計画課題と公募研究６課題が多面的な研究を進めている。

現計画から「大規模噴火総合研究グループ」「高リスク小規模火山噴火総合研究グルー

プ」が本部会とは独立した位置付けとなったが，少数の火山を対象に防災リテラシーや

災害誘因の研究まで総合的に研究を進める総合研究グループと本部会は密接な連携をも

ち，相互のフィードバックを行いつつ計画を推進することが望ましい。このような観点

から，令和６年度には，２月 18 日・19 日に本部会と「高リスク小規模火山噴火総合研究

グループ」が合同でハイブリッド形式での研究集会を開催し，成果の共有と議論を行っ

た。また，12 月 16 日・17 日に開催された「大規模噴火総合研究グループ」の研究集会

には，本部会担当者も多く参加し，最新の知見の共有を行った。 

上述のように現計画では活動推移の定量的な評価と予測の試行を目標としているが，

統一的な物理化学モデルが確立していない火山現象について予測を実現するためには未

解決の課題が多く存在する。一方で，これまでの計画及び現計画における観測研究では

地球物理学的，地球化学的，物質科学的な多項目観測が着実に進められており，火山活動

やその分岐・遷移を表すパラメータ間の相互関係が明らかになりつつある。また，各課題

の研究の深化に伴い，それぞれの観測データや諸パラメータの精度や分解能が向上し，

時空間的なダイナミックレンジも広がった。今後も，これまでの研究を更に進展させる

とともに，多変量相関解析等による定量的なパラメータ間の相互関係の解明や火山噴火

の推移の把握や予測を行う上で鍵となる物理化学パラメータの推定手法の改良を進め，

火山現象と活動推移の迅速な理解に役立てられる基礎研究を進めることが重要であると

考えられる。また，これまで主に類型化として進められてきた火山間の比較研究を一層

推進するためには，客観的な解析手法・指標を用いた系統的で定量的な情報の蓄積も進

めることが必要である。これらを踏まえて，鍵となるパラメータを状態変数とした火山

活動推移の確率論的モデルを構築し，データ同化等の手法も用いた予測を試行していく

ことが現計画の目標にむけたアプローチとして適切であると考えられる。 
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令和６年度は，活動火山対策特別措置法の法改正により，火山の観測や調査の計画の

策定や研究を一元的に進める火山調査研究推進本部が新たに発足するとともに，「火山

防災の日」が制定された。本部会担当者の多くは，「火山防災の日」にあたってイベント

やマスコミを通じて火山現象や活動火山対策について国民への周知・啓蒙に関わってき

たが，このような活動は，これまでの計画における火山災害軽減のための観測研究が下

支えとなっているものである。今後も，本部会と総合研究グループの協働により，火山災

害軽減に向けた活動とそのための基礎研究を進めていくことが望まれる。また，火山調

査研究の推進についての総合的かつ基本的な施策の中間取りまとめが令和７年３月 28日

に火山調査研究推進本部から公表され，火山活動評価や火山活動の状態把握及び予測に

関する当面 10 年間に推進すべき調査及び研究の方向性が示された。本部会ではボトムア

ップの基礎研究を着実に進め，火山調査研究推進本部で実施する事業への技術移転を目

指すとともに，新たな観測・解析手法等の芽を創出していくことが肝要であろう。 
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図１．富良野-旭川地域に分布する大規模火砕流堆積物の岩石学的な対比と分布範囲の

推定（公募研究，北海道教育大学旭川校[課題番号：KOBO09]） 

 

 

 

図２．十勝岳における空中磁気測量と磁化構造解析（北海道大学[課題番号：HKD_03]） 

(a) ドローンを用いた空中磁気測量。(b) 2023 年の空中磁気測量結果から推定した３次

元磁化構造の標高 1,500 m における断面。 (c) 2024 年の同標高における磁化構造断面。

(d) 2023 年と 2024 年の磁化変化。 
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図３．SBL (Seismic Background Level) を用いた火山活動評価：草津白根山の例（東京

大学地震研究所[課題番号：ERI_04]） 

 

 

 

図４．多孔質弾性体の不均質を考慮した熱水系の力源モデルについての検討例（北海道

大学[課題番号：HKD_03]） 

(a) 仮定した圧力源の形状。(b) 圧力源の内部・外部の物性を変化させた場合の変位場

の比較。 

  



140 

図５．鬼界カルデラにおけるマグマの化学組成の時間変化（海洋研究開発機構[課題番号：

JAMS01]） 

地球深部探査船「ちきゅう」を用いた表層科学掘削プログラム（SCORE）により採取され

たコアに含まれる火山ガラスの SiO2 の時間変化。 

 

 

 

図６．伊豆半島皮子平火山における火砕流堆積物中の黒曜石の組織及び H2O・CO2 濃度，

水の化学種の分布（北海道大学[課題番号：HKD_02]） 
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図７．伊豆大島の比抵抗構造（東京大学地震研究所[課題番号：ERI_07]） 

（左）深度 2.5 km の比抵抗平面図。（右上）三原山を通る比抵抗南北鉛直断面図。 

（右下）三原山を通る比抵抗東西鉛直断面図。 

図中の紫印と白点は，それぞれ陸上 MT 観測点と気象庁による震源。 

 

 

 

図８．阿蘇中岳火口周辺の全磁力連続観測データの再解析による S/N 比の改善と噴火に

先立つ磁場変化の例（京都大学理学研究科[課題番号：KUS_02]） 
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図９．機械学習を用いた層厚分布と噴出量推定：鬼界カルデラ 7,300 年前噴火における

アカホヤ火山灰の噴出量の例（東京大学地震研究所[課題番号：ERI_13]） 

 


